
京都府南丹警察署長賞
「ながらスマホ ながら運転 事故のもと」

里内　歩奈さん（瑞穂中3年）
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防災特集  まず、助かることを考える  なるべく無事で、生きること
特集  平成27年度決算報告  まちの台所事情

いきいき健康術
連載「森の京都」京丹波スタイル

FLASH まちの話題

交通安全ポスターコンクール入賞作品
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いし  だ　　　    さ    な

交通安全
啓発ポスター
コンクール作品展 
交通安全の意識を高め、交通事故を防ぎましょう

　南丹船井交通安全協会京丹波支部が毎年、町
内の小中学生を対象に行う「交通安全啓発ポス
ターコンクール」で、小学生の部に127点、中学
生の部に189点が集まりました。審査会は特選
3点、優秀賞7点、佳作19点を決定。表彰式を9月
25日、京丹波町中央公民館で行いました。

ー作品展日程ー
京丹波町病院　10/20 ～ 31
道の駅「和」道路情報センター　11/8 ～ 17
道の駅「丹波マーケス」　11/25 ～ 12/4

優秀賞「ルールを守って安心を」

石田　沙奈さん（和知中2年）

う
え    

だ               

み      

く

優
秀
賞
「
前
を
向
い
て
!!
」

上
田　

美
空
さ
ん
（
蒲
生
中
1
年
）

こ   

は
ら            

あ
や   

め

優
秀
賞
「
危
険
と
感
じ
た
と
き
は
も
う
遅
い
」

小
原　

彩
芽
さ
ん
（
瑞
穂
中
1
年
）

は
ら 

さ
わ               

ゆ     

い

優
秀
賞
「
て
を
あ
げ
て　

わ
た
ろ
う
」

原
澤　

佑
衣
さ
ん
（
竹
野
小
1
年
）

さい    お　　      の       の     か
京丹波町長賞「シートベルトは命綱」

齊尾　野々花さん（蒲生中1年）

さと うち　　   あゆ   な

南丹船井交通安全協会長賞
「てをあげて　わたろう」

山鳥　弘翔さん（竹野小1年）
やま どり　　   ひろ   と

やま もと　　     の      あ
優秀賞「前、見てますか」

山本　乃愛さん（瑞穂中3年）

た  なか
優秀賞「しっかり止まろう」

田中　なつみさん（蒲生中2年）
ふじ わら　　     は   づき
優秀賞「あなたにとってスマホは凶器になっていませんか」

藤原　葉月さん（蒲生中2年）

京都丹波くりまつり  いが投げコーナー（道の駅「丹波マーケス」）
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こ   

み
ね 

か
ず   

お

防
災
目
線
で
見
た

本
町
の
弱
み
と
強
み

　

本
町
は
丹
波
高
地
の
分
水
嶺
に
位

置
し
、竜
巻
が
起
こ
り
に
く
く
広
範
囲

に
わ
た
る
浸
水
被
害
に
遭
い
に
く
い
一

方
、急
峻
な
地
形
の
た
め
土
砂
災
害
の

恐
れ
が
あ
り
、災
害
時
に
は
山
間
に
点

在
す
る
集
落
が
孤
立
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。そ
し
て
、福
井
県
の
高
浜

発
電
所
と
大
飯
発
電
所
の
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、事
態
に
応
じ
て
屋
内
退

避
ま
た
は
避
難
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内（
緊
急
時
防
護
措
置
を
準

備
す
る
区
域
）に
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
よ
り
、防
災
活
動
や
災

害
対
応
の
担
い
手
が
少
な
い
も
の
の
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
盛
ん
で

共
助
力
を
発
揮
す
る
土
台
が
あ
り
ま

す
。本
町
の
人
口
に
対
す
る
消
防
団
員

の
割
合
は
５
・
４
㌫
と
京
都
府
内
で
４

番
目
の
高
さ
。訓
練
経
験
や
防
災
知
識

を
持
つ
住
民
が
多
い
こ
と
は
、救
え
る

人
口
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
自

分
た
ち
の
生
命
・
財
産
を
自
分
た
ち
で

守
る
」と
い
う
自
主
防
災
意
識
の
高
さ

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

原
子
力
防
災
訓
練

内
閣
府
と
関
係
府
県
で
初　

　

八
月
二
十
七
日
、内
閣
府
と
高
浜
発

電
所
周
辺
の
三
府
県
な
ど
が
、若
狭
湾

沖
の
地
震
発
生
に
よ
る
発
電
所
の
事
故

発
生
を
想
定
し
た
原
子
力
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

和
知
地
区
か
ら
区
長
や
区
長
代
理

な
ど
十
八
人
が
住
民
避
難
な
ど
の
訓

練
に
参
加
。避
難
指
示
を
受
け
て
町
和

知
支
所
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
配
付
訓
練
や
府
立
丹
波

自
然
運
動
公
園
に
開
設
さ
れ
た
避
難

退
域
時
検
査
所
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
や
除
染
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

土
砂
災
害
住
民
避
難
訓
練

高
岡
地
区
九
十
六
人
が
参
加

　

翌
週
九
月
四
日
に
は
南
丹
地
域
に
お

け
る
複
合
災
害
を
想
定
し
た
京
都
府
総

合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。亀

岡
市
・
南
丹
市
で
は
地
震
や
水
害
、原
子

力
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、本
町
で
は
高

岡
地
区
住
民
や
消
防
団
が
土
砂
災
害

避
難
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、避
難
勧
告
の
放
送
を
受

け
て
各
公
民
館
に
集
合
し
、中
村
区
公
民

館
で
は
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
。下
村

区
・
鎌
倉
区
の
参
加
者
は
指
定
避
難
所
で

あ
る
竹
野
小
学
校
体
育
館
へ
移
動
し
ま

し
た
。高
齢
者
な
ど
自
力
で
の
移
動
が
困

難
な
要
配
慮
者
は
、町
福
祉
避
難
車
両

で
避
難
し
ま
し
た
。

　

避
難
用
品
を
携
帯
し
て
参
加
し
た

小
峰
一
夫
さ
ん
は
、「
訓
練
ら
し
く
模

擬
的
に
懐
中
電
灯
や
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
し
た
が
、
報
道
で
見
る
避
難
者

は
、着
の
身
着
の
ま
ま
と
い
う
感
じ
。実

際
に
避
難
す
る
と
き
は
、お
金
な
ど
貴

重
品
も
必
要
」と
考
え
て
い
ま
す
。参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
気
を
つ
け
て
避
難
す
る
か
イ
メ

ー
ジ
で
き
た
」、「
本
当
の
避
難
な
ら
も

っ
と
大
変
で
パ
ニ
ッ
ク
が
起
き
る
と
思

う
の
で
、
冷
静
さ
が
必
要
だ
と
感
じ

た
」、「
年
寄
り
と
小
さ
な
子
ど
も
が
い

る
の
で
本
当
に
避
難
す
る
と
き
は
大
変

だ
と
思
っ
た
。日
ご
ろ
の
心
が
け
を
大

切
に
し
た
い
」と
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、助
か
る
こ
と
を
考
え
る

な
る
べ
く
無
事
で
、生
き
る
こ
と

↓安定ヨウ素剤緊急配付訓練（町和知支所）
　放射性ヨウ素を体内に取り込むと甲状腺に集まり、数年から数十年後に甲状腺が
んを発生させる可能性があるため、事前に放射性でない安定ヨウ素を甲状腺にた
めた状態にして放射性ヨウ素を入りにくくする予防措置。訓練ではアメ玉を配付。

防
災
特
集

防
災
特
集

↑スクリーニング検査 　放射能の付着の有無を検査。

→
車
両
除
染　

自
衛
隊
が
移
動
車
両
を
除
染
。車

体
の
隅
々
ま
で
洗
浄
。

←自衛隊炊き出し訓練
　調理車両で作られたカレー
ライスとうどんが提供された。

↑洗浄体験　放射性物質が検出されたら、
せっけんなどで洗い流す。

↓公民館から指定避難所（竹野小）へ移動
　参加者は自家用車や徒歩で移動。消防団員が避難経路の安全確認を
行いながら住民を誘導した。また、避難訓練中の留守宅警備のため消
防車が地区内を巡回。

↑避難所の健康相談コーナーを体験。↑感想は今後のために。

↑炊き出し訓練（中村公民館）
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災害はいつ、どこで起こるかわかりません。
暮らしの場、外出先。家族が一緒にいる時間帯とは限りません。
日ごろから「災害にあったらどうしよう」と考え、想像しましょう。
そして、自分自身や家族を守るために災害に備えましょう。

　
「
子
ど
も
三
人
を
連
れ
て
の
避
難
は

大
変
だ
と
感
じ
た
。子
ど
も
が
じ
っ
と

し
て
い
ら
れ
ず
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る

の
で
は
と
、た
い
へ
ん
心
配
し
た
」と
土

砂
災
害
住
民
避
難
訓
練
の
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
一
感
想
。実
際
に
性
別
や

置
か
れ
て
い
る
立
場
に
よ
っ
て
被
災
状

況
は
異
な
り
ま
す
。

関
連
死
の
約
半
数
が

避
難
生
活
で
の
疲
労

　

東
日
本
大
震
災（
平
成
二
十
三
年

三
月
十
一
日
）に
お
け
る
震
災
関
連
死

の
死
者
数
は
、一
都
九
県
で
合
計
三
千

四
百
七
十
二
人
。こ
の
う
ち
平
成
二
十

七
年
九
月
十
日
ま
で（
発
災
か
ら
四
年

半
以
内
）に
亡
く
な
っ
た
人
が
三
千
四

百
六
十
七
人
、さ
ら
に
そ
の
後
の
半
年

間
で
五
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

復
興
庁
は
災
害
対
応
策
を
検
討
す

る
た
め
、震
災
関
連
死
の
死
者
数
が
多

い
市
町
村
と
原
発
事
故
で
避
難
指
示

が
出
た
市
町
村
の
合
計
一
千
二
百
六

十
三
人
に
原
因
調
査
を
実
施
。調
査
の

結
果
、約
六
割
の
人
に
既
往
症（※

）が

あ
り
、約
九
割
の
人
が
七
十
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
、原
因
の
約
半
数
が
避
難
生

活
で
の
肉
体
的
・
精
神
的
疲
労
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、福
島
県
は
他
県
に
比
べ
、避

難
所
な
ど
へ
の
移
動
中
の
疲
労
に
よ
る

方
が
多
く
、原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴

う
避
難
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
避
難
所
で
は
周
り
が
大
変
な
状
況

だ
か
ら
と
意
見
が
出
せ
ず
、我
慢
を
重

ね
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
」と
京
都
市

男
女
共
同
参
画
推
進
協
会
の
久
保
智

里
講
師
。地
域
の
防
災
対
策
に
は
多
様

な
人
々
の
視
点
を
生
か
す
こ
と
が
大

切
だ
と
訴
え
ま
す
。

性
別
・
立
場
に
よ
る

被
災
の
違
い
と
は

環
境
面

〈
生
活
環
境
〉

▼
着
替
え
や
ト
イ
レ
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
守
ら
れ
ず
怖
い
思
い
を
し
た
。

▼
乳
幼
児
や
障
害
の
あ
る
人
、介
護
が

必
要
な
人
や
そ
の
家
族
は
避
難
所
に

い
づ
ら
く
な
っ
た
。ま
た
は
、避
難
所
に

行
け
な
か
っ
た
。

〈
物
資
の
不
足
と
配
付
方
法
〉

▼
育
児
や
介
護
用
品
、女
性
用
品
や
下

着
が
不
足
し
た
。

▼
責
任
者
は
男
性
が
多
く
、女
性
用

品
や
下
着
を
受
け
取
り
に
く
か
っ
た
。

▼
事
情
に
よ
り
自
宅
で
避
難
生
活
を

し
て
い
る
人
が
支
援
物
資
を
受
け
取

れ
な
か
っ
た
。

心
身
の
健
康

▼
慢
性
疾
患
の
悪
化
、低
栄
養
や
生
活

不
活
発
病
、感
染
症
を
発
症
。

▼
不
衛
生
な
環
境
が
原
因
で
便
秘
や

女
性
疾
患
を
発
症
。

▼
介
護
者
不
足
に
よ
る
床
ず
れ
。

▼
妊
産
婦
な
ど
の
医
療
支
援
不
足
。

▼
ス
ト
レ
ス
・
不
安
・
不
眠
。

▼
男
性
は
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
み
が
ち
。

安
全
面

▼
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の

発
生
、悪
化
。

▼
女
性
や
子
ど
も
が
性
暴
力
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
被
害
に
あ
っ
た
。

家
庭
・
社
会
生
活
面

〈
性
別
役
割
の
顕
在
化
〉　
　

▼
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
な
く
家
事
や
家

族
の
世
話
が
重
労
働
に
な
っ
た
。

▼
炊
き
出
し
の
負
担
が
女
性
に
集
中
。

▼
一
部
の
男
性
へ
の
過
度
の
負
担
。

顔
の
つ
な
が
り
強
み
に

性
別
や
年
代
交
え
て
対
策
を

　

被
災
者
一
人
ひ
と
り
が
直
面
す
る
問

題
が
違
う
こ
と
を
理
解
し
、配
慮
し
て

支
援
し
合
う
た
め
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。実
生
活
に
根
ざ
し
た
知
識
や
能

力
を
持
つ
女
性
、障
害
の
あ
る
人
、介

護
を
す
る
人
、高
齢
の
人
、外
国
の
人

な
ど
。防
災
訓
練
は
、自
分
の
住
む
地

域
に
あ
る
多
様
性
に
気
づ
き
、被
災
時

の
自
分
自
身
の
立
場
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

き
っ
か
け
で
も
あ
り
ま
す
。

　

久
保
講
師
は
、「
京
都
市
の
某
区
で

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
際
、運
営
者
が

高
齢
の
男
性
ば
か
り
で
子
連
れ
の
避
難

者
を
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。参
加

し
た
若
い
母
親
た
ち
は
逆
に
不
安
が

増
し
た
。そ
の
点
、京
丹
波
町
は〝
顔
〞

で
地
域
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
強

み
。も
し
も
の
と
き
、一
部
の
人
に
負
担

が
集
中
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、普
段

か
ら
女
性
と
男
性
が
共
に
地
域
や
組

織
の
運
営
に
あ
た
り
防
災
対
策
を
進

め
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

まず、助かることを考える
なるべく無事で、生きること

男女共同参画研修会「きらりセミナー」（9月3日／和知ふれあいセンター）
「防災と男女共同参画」をテーマに多様な視点を生かした地域の防災対策について、参加者が意
見を出し合いました。（左写真の中央：久保智里講師）

実際に行われた支援の好事例 防災特集防災特集 備える

く     

ぼ     

ち

さ
と

※既往症：過去にかかった病気のこと。定期的に通院し、一定期間の治療や検査などを継続する必要があった病気。



［健全化判断比率］

　実質赤字比率　　

　一般会計などの赤字の大きさ。

【対象会計】一般会計、

 育英資金給付事業、

 土地取得

 町営バス運行事業

【算定結果】赤字収支なし

　連結実質赤字比率

　公営企業を含む地方公共団体の全

会計の赤字の大きさ。

【対象会計】財産区会計を除く全会計

【算定結果】赤字収支なし

　実質公債費比率

　借入金（地方債）の返済額（公債費）

の大きさ。

【対象会計】財産区会計を除く全会計

【算定結果】14.0％

早期健全化の基準：25.0％以上

財政再生基準：35.0％以上

　将来負担比率

　地方公共団体が現在抱えている

借入金（地方債）の大きさ。

【対象会計】財産区会計を除く全会計

【算定結果】119.6％

早期健全化の基準：350.0％以上

［資金不足比率］
資金不足額が公営企業の

事業規模に占める割合。

【対象会計】

国保京丹波町病院事業

水道事業、下水道事業

【算定結果】

資金不足額なし

議会費1億659万円
労働費 8万円

公債費
14億2,279万円
（12％）

総務費
16億6,380万
（15％）

民生費
23億4,651万円
（21％）

衛生費
15億6,884万円
（14％）農林水産業費

12億7,830万円
（11％）商工費

2億2,421万円
（2％）

商工費
2億2,421万円
（2％）

土木費
11億1,804万円
（10％）

消防費
6億7,182万円
（6％）

教育費
8億4,951万円
（7％）

災害復旧費
1億6,918万円
（1％）

災害復旧費
1億6,918万円
（1％）

その他 1億667万円（1％）
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歳出114億1,968万円

平成27年度決算が9月の議会定例会で認定されました。

昨年度は台風18号による災害復旧事業の完了や

新たな地域振興拠点「京丹波　味夢の里」のオープンなど、大きな公共事業が完成。

町合併10周年記念式典を契機に新たな将来像に向かい、再スタートを切りました。

投
資
事
業
完
成
で
規
模
縮
小

　

人
口
減
少
に
伴
う
納
税
義
務
者
の
減

少
、製
造
業
の
業
績
低
迷
な
ど
社
会
的
な

背
景
が
影
響
し
、税
収
な
ど
町
自
ら
の
収

入（
自
主
財
源
）は
歳
入
全
体
の
三
割
未

満
。行
政
サ
ー
ビ
ス
経
費
の
75
・
９
㌫
を
地

方
交
付
税
や
地
方
債
な
ど
国
や
京
都
府

か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
依
存
財
源
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
収
支
は
５
億
１
２

４
４
万
円
の
黒
字
。収
支
か
ら
前
年
度
繰

越
額
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
差
額（
実

質
収
支
）は
、３
億
１
２
３
０
万
円
の
黒

字
で
し
た
。ま
た
、実
質
収
支
か
ら
前
年

度
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収

支
は
２
億
５
２
１
９
万
円
、単
年
度
収
支

に
黒
字
要
素（
積
立
金
な
ど
）と
赤
字
要

素（
積
立
金
取
り
崩
し
額
）を
差
し
引
き

し
た
実
質
単
年
度
収
支
も
２
億
９
５
５

６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
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町
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借
入
金
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高
は
１
４
７
億
３

０
３
９
万
円
で
前
年
度
比
１
・
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㌫
の

増
。基
金（
貯
金
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高
は
、振
興
基
金
に

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
２
億
９
１
９

１
万
円
を
積
立
て
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
10
・
８
㌫
増
の   

億
２
４
６
６

万
円
で
し
た
。

　

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
の
経
常
経
費

が
、経
常
的
な
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合

を
経
常
収
支
比
率
と
い
い
、
70
㌫
程
度
が

弾
力
性
の
あ
る
財
政
状
態
の
目
安
。地
方

税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
額
に
よ

り
83
・
９
㌫
、前
年
度
比
０
・
７
㌫
の
減
で

し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
は

財
政
の
健
全
さ
を
維
持

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」で
は
、財
政
状
況
を
客
観
的

に
表
す「
健
全
化
判
断
比
率
」（
四
指
標
）と

「
資
金
不
足
比
率
」を
定
め
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
指
標
の
判
断
基
準
を
一
つ
で
も
超
え

る
と
、財
政
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
が
、本
決
算
で
基
準
を
超

え
る
指
標
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
左
欄

の
と
お
り
）

特集　平成27年度決算報告  まちの台所事情

経常収支比率の10年間の推移　　　　　　  （単位：％）
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14,000

12,000
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一般会計の歳入歳出決算額の推移　　　　　（単位：百万円）
歳入
歳出

その他
5億769万円
（4％）

その他
5億769万円
（4％）

地方交付税
53億2,011万円
（45％）

町税18億4,275万円（15％）
　町民税 8億392万円
　固定資産税 8億8,858万円
　軽自動車税 4,798万円
　町たばこ税 1億228万円

町税18億4,275万円（15％）
　町民税 8億392万円
　固定資産税 8億8,858万円
　軽自動車税 4,798万円
　町たばこ税 1億228万円

町税18億4,275万円（15％）
　町民税 8億392万円
　固定資産税 8億8,858万円
　軽自動車税 4,798万円
　町たばこ税 1億228万円 使用料・手数料

3億4,230万円
（3％）

使用料・手数料
3億4,230万円
（3％）

国庫支出金
8億7,871万円
（7％）

府支出金
8億1,817万円
（7％）

町債
15億3,190万円
（13％）

繰越金3億2,124万円（3％）繰越金3億2,124万円（3％）

その他
3億6,925万円
（3％）

その他
3億6,925万円
（3％）

歳入119億3,211万円 

自主財源
依存財源

※各グラフの金額は端数処理の関係上、合計などと一致しないことがあります。※各グラフの金額は端数処理の関係上、合計などと一致しないことがあります。

91.9

78.5

92.6

89.7

82.9 81.8 82.0 82.6
84.6 83.9

11,420

13,604

12,759

10,696

10,595

9,296

9,406
9,926

10,162

11,813

11,047 11,226

11,758

12,036

12,445 12,614

12,257

13,295

12,974 11,932

45

歳入

歳出

（ ）

歳入の最大は平成22年、歳出の最大は平成26年。平成19年は歳入出ともに最小規模。歳入の最大は平成22年、歳出の最大は平成26年。平成19年は歳入出ともに最小規模。

07｜NO.132
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一般会計費目ごとの
主な支出

特集　平成27年度決算報告  まちの台所事情

保健衛生総務費………………………………………………………
　船井郡衛生管理組合分担金（火葬場維持管理） 654万円
　保健衛生総務費（職員給与など含む） 1億1,092万円
保健事業費……………………………………………………………
　検査検診委託料 5,791万円
　特定検診委託料 1,239万円
　心の健康相談支援事業委託料 125万円
　健康器具使用事業、食生活改善事業など 1,125万円
予防費…………………………………………………………………
　予防接種の実施に関する経費 3,106万円
環境衛生費……………………………………………………………
　丹波ひかり小太陽光発電システム設置工事 3,062万円
　合併浄化槽設置補助金 506万円
　住宅用太陽光発電システム設置補助金  144万円
　水質検査、設備保守点検など 5,216万円
診療所費………………………………………………………………
　京丹波町病院事業会計運営補助 3億5,688万円
　（出資金、利子）
　公立南丹病院負担金  1,650万円
　その他診療所に関する経費 94万円
　（地域包括医療発表会など） 
保健センター管理費…………………………………………………
　保健センターの管理に関する経費 1,768万円
清掃費…………………………………………………………………
　ごみ処理手数料 3,842万円
　船井郡衛生管理組合分担金  2億4,340万円
　（塵芥処理、し尿処理）
　資源ごみ集団収集助成金など 285万円
上水道費………………………………………………………………
　水道事業特別会計への繰出金  5億7,158万円

農業委員会費…………………………………………………………
　農業委員会の運営に関する経費  958万円
農業総務費……………………………………………………………
　農業総務に関する経費（職員給与など含む） 6,613万円
農業振興費……………………………………………………………
　有害鳥獣対策経費  7,492万円
　（有害鳥獣捕獲委託、被害防止施設の設置など）      
　農業公社運営補助金  1,910万円
　農業機械導入補助金 879万円
　中山間地域等直接支払交付金 1億967万円
　特産物の作付け奨励金 1,803万円
　黒大豆・小豆生産加速化事業  485万円
　多面的機能支払交付金（市町村負担分） 9,607万円
　青年就農給付金 1,275万円
　集落営農発展型農場づくり事業 424万円
　農地中間管理事業協力金 1,009万円
　攻めの農業実践緊急対策事業  706万円
　その他農業振興に関する経費 6,822万円
畜産業費………………………………………………………………
　鳥インフルエンザ発生農場跡地解体撤去工事 668万円
　堆肥による土づくり事業 615万円
　その他畜産振興に関する経費 686万円
農地費…………………………………………………………………
　ため池改修工事（安栖里地内豊昌池） 2,486万円
　土地改良施設維持管理工事 854万円
　農林漁業事業補助金（農道・用排水路・農業施設などの改修）
 2,987万円
　測量設計監理業務などの委託料 1,802万円
　土地改良区運営補助金 300万円
　下水道事業（農業集落排水）特別会計への繰出金 1億9,904万円
　その他農地管理に関する経費 1,387万円
山村開発センター費…………………………………………………
　山村開発センターの管理 659万円
農村情報施設管理費…………………………………………………
　農村情報施設（ケーブルテレビ）管理費 2億4,839万円
山村振興対策費………………………………………………………
　全国山村振興連盟会費 4万円
林業費…………………………………………………………………
　林業総務経費（職員給与など含む） 3,649万円
林業振興費……………………………………………………………
　公有林整備事業委託料 2,051万円
　森林資源管理システム開発委託料 2,360万円
    森林資源調査委託料 8万円
　林道開設工事 6,606万円
　林道維持管理、測量設計業務など委託料 689万円
　緑の公共事業補助金 227万円
　緑の担い手育成事業補助金 452万円
　木材搬出奨励事業補助金 566万円
　林道維持管理補助金 437万円
　薪ストーブ設置工事 162万円
　美しい森林づくり基盤整備交付金 600万円
　薪ストーブ等購入補助金 73万円
　高性能林業機械導入整備補助金 247万円
　その他林業振興に関する経費 1,096万円
林業センター運営費…………………………………………………
　林業センターの管理経費 298万円
水産業費………………………………………………………………
　和知川漁協、由良川漁協への活動補助金 170万円 　労働対策に関する経費　　　　　　　　　　　 8万円

衛生費15億6,884万円

農林水産業費12億7,830万円

労働費　８万円 

総務管理費・文書費…………………………………………………
　一般管理に関する経費 5億2,985万円
　（職員給与、区長会運営補助、各種負担金など）
　例規集サポートシステム委託料 322万円
　例規整備支援等業務委託料 270万円
　その他文書広報に関する経費 491万円
財政管理費・会計管理費・財産管理費…………………………………
　財政管理・会計管理に関する経費 131万円
　町有財産管理、基金積立金など 5億3,793万円
企画費…………………………………………………………………
　町合併10周年記念事業に関する経費 323万円
　総合計画、地方創生戦略の策定に関する経費 785万円
　公用車の購入、京都丹波ロードレース補助金など 1,565万円
支所費…………………………………………………………………
　JR和知駅トイレ改修工事 727万円
　町有施設・設備等維持改修工事 560万円
　本庄地内分譲用団地造成工事 2,775万円
　支所管理経費（職員の給与など含む）  1億5,695万円
公平委員会費…………………………………………………………
　公平委員会に関する経費 3万円
諸費……………………………………………………………………
　グリーンランドみずほ管理運営委託料 2,000万円
　グリーンランドみずほホッケー場改修工事 453万円
　和知駅振興委託料 270万円
　街灯設置補助金・防犯協会負担金など 217万円
　公共施設設備の維持管理など 355万円
交通対策費……………………………………………………………
　町営バス利用促進助成金 125万円
　町営バス運行事業会計への繰出金 6,730万円
　交通指導員活動、交通安全協会運営補助など 203万円
振興事業費……………………………………………………………
　自治振興補助金 260万円
　住民自治組織まちづくり交付金など 162万円
　旧和知第二小の屋内多目的グラウンドの
　測量設計監理業務委託料 1,339万円
　若者定住促進宅地購入補助金 100万円
　その他地域振興経費 176万円
電算管理費……………………………………………………………
　行政情報システムの保守管理など 3,749万円
　行政情報システム運用に関する負担金 1,616万円
　行政情報システムの維持管理経費など 493万円
生涯学習費……………………………………………………………
　国際交流協会補助金 300万円
　講演会開催、人権政策の推進など 357万円
地域資源活用推進費…………………………………………………
　地域熱供給システム実施設計業務委託料 1,500万円
　バイオマス産業都市構想策定業務委託料 404万円
　地域資源活用事業に関する経費 1,211万円
徴税費…………………………………………………………………
　京都地方税機構負担金 1,047万円
　税務に関する経費（職員給与など含む） 8,990万円
戸籍住民基本台帳費…………………………………………………
　戸籍住民基本台帳管理経費（職員給与など含む） 2,948万円
選挙費…………………………………………………………………
　京都府議会議員選挙の執行経費など 211万円
統計調査費……………………………………………………………
　各種統計調査（国勢調査など）に関する経費 693万円
監査費…………………………………………………………………　
監査委員に関する経費 46万円

社会福祉総務費………………………………………………………
　社会福祉総務に関する職員給与など 2億2,427万円
　地域福祉計画策定、心配ごと相談など業務委託 398万円
　京丹波町社会福祉協議会補助金 5,490万円
　臨時福祉給付金 2,104万円
　民生児童委員活動補助 1,002万円
　社会福祉団体活動補助金など 290万円
　国民健康保険事業特別会計への繰出金 1億7,732万円
社会福祉施設費………………………………………………………
　和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託料 
 70万円
障害者福祉費…………………………………………………………
　重症心身障害者通院通所支援業務委託料 702万円
　共同作業所運営委託料 2,188万円
　日中一時支援事業委託料 1,283万円
　総合福祉システム導入委託料 769万円
　相談支援事業委託料 530万円
　その他障害福祉に関する委託料 1,384万円
　心身障害者医療給付費 5,745万円
　障害者自立支援給付費 3億4,833万円
　自立支援医療給付 1,672万円
　重度心身障害者老人健康管理事業給付 2,793万円
　その他障害福祉に関する給付 848万円
　通院・通所交通費助成など 1,493万円
老人福祉費……………………………………………………………
　長寿者報償 166万円
　外出支援・食の自立支援事業委託料 2,506万円
　シルバー人材センター運営補助金 630万円
　老人クラブ連合会活動補助金 376万円
　後期高齢者医療へ負担金・繰出金 2億8,458万円
　介護施設等整備補助金 332万円
　老人医療給付費 2,972万円
　介護保険事業特別会計への繰出金 3億6,556万円
　その他老人福祉に関する経費 777万円
国民年金費……………………………………………………………
　国民年金事務に関する経費 76万円
児童福祉費……………………………………………………………
　すこやか祝い金 820万円
　ファミリーサポートセンター事業委託料 500万円
　婚活支援事業委託料 60万円
　生涯学習施設改修工事 87万円
　子育て世帯臨時特例給付金 422万円
　京都子育て医療・すこやか子育て医療給付費 2,505万円
　児童手当費  1億7,462万円
　障害児通所給付・障害児補装具給付など 1,051万円
　高校生等医療給付 90万円
　その他児童福祉に関する経費 1,541万円
　ひとり親家庭福祉に関する経費 945万円
　保育所運営管理経費（職員給与など含む） 3億2,555万円
災害救助費……………………………………………………………
　災害見舞金 10万円

議会運営経費（議員報酬や職員給与など含む） 1億659万円

総務費16億6,380万円 

民生費23億4,651万円

議会費1億659万円

民

衛農

総公

土

消

教

商

災

議・労

＊金額は1万円未満四捨五入。端数処理の関係上、
　合計などと一致しないことがあります。
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教育総務費………………………………………………………………
　教育総務費（職員給与や教育委員報酬など） 1億6,410万円
　育英資金給付事業特別会計への繰出金 140万円
小学校費…………………………………………………………………
　小学校管理経費（職員給与などを含む） 8,185万円
　小学校の教育振興に関する経費 5,059万円
　（教材、通学バス補助金など）
中学校費…………………………………………………………………
　中学校設備改修工事 8,177万円
　測量設計管理業務委託料 686万円
　中学校管理経費（職員給与などを含む） 4,745万円
　中学校の教育振興に関する経費  6,408万円
　（教材、通学バス補助金など）
幼稚園費…………………………………………………………………
　幼稚園設備改修工事 1,792万円
　幼稚園管理経費（職員給与などを含む） 6,725万円
社会教育費………………………………………………………………
　女性の会活動補助金 100万円

歳入 23億9,297万円

歳出 23億8,596万円

実質収支 701万円

　

歳入 2億581万円

歳出 2億314万円

実質収支 267万円

【事業勘定】

歳入 21億3,194万円

歳出 20億4,076万円

実質収支 9,118万円

【サービス事業勘定】\

歳入 772万円

歳出 557万円

実質収支 216万円

【老人保健施設サービス勘定】

歳入 1億6,399万円

歳出 1億6,281万円

実質収支 117万円

特別会計の主な使いみち　　　　　　　　　　　

歳入 15億6,414万円

歳出 15億3,457万円

実質収支 2,557万円

　

歳入 9億3,378万円

歳出 9億2,966万円

実質収支 12万円

歳入 283万円

歳出 283万円

実質収支 532円

歳入 1億578万円

歳出 1億546万円

実質収支 32万円

　伝統芸能などの保存活動補助金 23万円
　青少年育成協会への補助金 50万円
　人権啓発推進協議会への補助金 100万円
　社会教育委員報酬など 972万円
公民館費…………………………………………………………………
　公民館活動に関する経費 7,073万円
文化財保護費……………………………………………………………
　文化財保護に関する経費 387万円
保健体育費………………………………………………………………
　体育協会への補助金 400万円
　全国高校総体開催地負担金 466万円
　スポーツ推進委員報酬など 596万円
体育施設…………………………………………………………………
　下山グラウンド管理施設などの改修工事 1,548万円
　体育施設の維持管理に関する経費  1,249万円
学校給食費………………………………………………………………
　学校給食費（職員給与など含む） 1億3,660万円

常備消防費・非常備消防費・消防施設費………………………………
　京都中部広域消防組合負担金  2億7,271万円
　消防団の運営、消防施設の維持管理 7,938万円
　消防自動車購入、防火水槽撤去など 4,152万円
防災費……………………………………………………………………
　防災行政無線整備工事 2億5,714万円
　地域防災計画策定業務委託料 596万円
　防災行政無線施工監理業務委託料 490万円
　防災備蓄備品の購入 197万円
　設備保守点検管理など 784万円
　災害対策備品の購入など 40万円

商工総務費………………………………………………………………
商工総務費（職員給与など）  4,900万円

商工振興費………………………………………………………………
　商工会小規模事業経営支援事業補助金 1,829万円
　地域創生プレミアム商品券補助金 3,258万円
　企業立地奨励金 325万円
　その他商工振興に関する経費 1,332万円
観光費……………………………………………………………………
　業務委託料  6,521万円
　（わち山野草の森・質志鐘乳洞公園などの管理、
　味夢の里モニタリング調査、イベント企画運営など）
　自然双生運動公園施設撤去、看板設置、
　貸し農園改修など 1,492万円
　観光協会運営補助 830万円
　京都府観光連盟など各機関への負担金など 1,934万円

土木総務費………………………………………………………………
総務費（職員給与や建設促進同盟負担金など） 8,915万円

道路橋りょう費…………………………………………………………
道路台帳整備委託料 527万円
道路修繕、交通安全施設整備、除雪など 7,208万円
道路改良工事 5億4,598万円
土地購入、測量設計など 9,835万円

河川費……………………………………………………………………
河川維持管理業務委託、河川修繕工事など 3,056万円
測量設計委託、畑川ダム対策協議会補助金など 317万円

都市計画費………………………………………………………………
都市計画・都市公園整備などに関する経費 216万円

下水道費…………………………………………………………………
下水道事業特別会計（公共下水道）への繰出金 2億4,743万円

住宅費……………………………………………………………………
木造住宅耐震改修補助金 180万円
住宅改修補助金 611万円
町営住宅除去工事 135万円
設備保守点検管理や修繕、地域再建被災者住宅等支援
補助など 1,463万円

　農地・農業用施設の復旧に関する経費 5,482万円
　林業施設の復旧に関する経費 2,238万円
　土木施設の復旧に関する経費 9,198万円

　長期債償還元金 12億7,304万円
　長期債償還利子 1億4,975万円

国保京丹波町病院事業（地方公営企業）会計　病院・和知診療所・和知歯科診療所

商工費　2億2,421万円 土木費　11億1,804万円

教育費　8億4,951万円

災害復旧費　1億6,918万円公債費　14億2,279万円

消防費　6億7,182万円 

①後期高齢者医療
　広域連合納付金

②介護保険給付費
　準備基金積立金、
　諸支出金など

②その他

①施設管理費
　（職員給与など含む）

③簡易水道施設費
　（和知地区統合
　簡易水道事業）

④水道施設費
　（丹波・瑞穂
　地区統合簡易
　水道事業）

①公債費

②一般管理
　（水道施設維持
　管理など）

③公共下水道費
　（施設維持管理など）

①育英給付金

②繰出金

①バス運行事業
　（職員給与など含む）

②公債費

①居宅介護支援事業

①介護給付費
　（居宅介護サービス、
　地域密着型サービスなど）

後期高齢者医療

介護保険事業

町営バス運行事業

育英資金給付事業

下水道事業

①公債費

②農業集落排水費
　（施設維持管理など）

⑤その他

④浄化槽市町村
　整備推進施設費

①一般・退職
　被保険者の
　保険給付

②人間ドック
　助成事業

②施設介護
　サービス

②共同事業拠出

③後期高齢者
　支援金

③その他

③介護予防
　事業など

④介護納付金

民

衛農

総公

土

消

教

商

災
議・労

※実質収支額は前年度繰越額を差し引いた単年度差額
※グラフは歳出内訳

＊金額は1万円未満四捨五入。端数処理の関係上、合計などと一致しないことがあります。

特集　平成27年度決算報告  まちの台所事情

　地方公営企業会計は、収益的勘定（医療業
務に関するもの）と資本的勘定（設備投資に関
するもの）の2種類で構成しています。
　収益的勘定においては、特別損失を計上し
たものの純利益は139万円となり、5年連続単
年度黒字となりました。
　資本的収支（税込み）では、企業債の償還金
や医療情報システム、医療機器の購入、設備改
修などに2億7，245万円を支出しました。その
財源（収入）は、一般会計からの繰入金や企業
債の発行、過年度分損益勘定留保資金を充当
しています。

【収益的収入】（税抜き）
医業収益（入院や外来、健康診断、予防接種など） 7億　305万円
医業外収益（一般会計繰入金や国保会計補助金など） 2億4,992万円
　収益合計 9億5,297万円
【収益的費用】（税抜き）
医業費用（人件費や材料費、運営経費、減価償却費など） 8億7,917万円
医業外費用（企業債利息や繰延勘定償却費など） 3,517万円
　費用合計 9億1,434万円
経常利益 　3,863万円
【特別損失】
過年度損益修正損 　3,724万円
純利益 　139万円

　（育英基金への積立）

　（大学生・高校生への奨学金）

　（介護予防サービス計画作成委託料など）

土地取得特別会計は、歳入歳出共に19万円で、

財産運用収入を基金として積み立てました。
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D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
健康情報をお届けします。

第110回

『肝臓疾患～自覚症状が出る前に～』

　肝臓は「沈黙の臓器」と呼ばれています。それは、肝

臓が食べ過ぎや飲み過ぎの時も文句もいわず一生懸

命に頑張ってくれるからです。ところが、一度肝臓が

弱ってしまうと元の状態には戻りません。体がだるく食

欲がなくなり、ひどい場合は黄疸や腹水が出てきます。

このような症状が出ていれば、肝臓は硬く岩のように変

形し、肝硬変と呼ばれる状態です。肝硬変症はすべての

肝臓病の終着駅です。

アルコール、ウィルス、生活習慣
慢性肝臓疾患のさまざまな原因
　慢性肝臓疾患にはたくさんの原因があります。アル

コールの飲み過ぎは言うまでもありません。代表的な

疾患はB型肝炎やC型肝炎です。これらのウイルス性肝

炎は気づかない間に肝硬変や肝がんに進行する怖い

病気です。今までのウイルス性肝炎の治療はインター

フェロン注射が欠かせませんでしたが、副作用が強い

ために高齢の患者さんには使用できませんでした。と

ころが、最近では副作用が少ない薬が開発され、高齢

の方を含め多くの患者さんが恩恵を受けています。

　原因が不明の肝臓疾患もありますが、さまざまな治

療法が研究されています。大切なことは治療を受ける

ことで肝硬変や肝がんを予防することです。

　肝がんの原因で一番多いものはウイルス性肝炎で

す。ところが、最近はそれ以外の原因から肝がんを合併

する患者さんが増えています。その原因の一つに生活

習慣病の増加が考えられています。肝臓は生活習慣を

反映する臓器です。

　脂肪を含む食事をたくさんとり、体を動かす機会が

減ると脂肪肝になります。単純な脂肪肝であれば心配

ありませんが、なかには肝硬変や肝がんへ進行する人

もいます。このような脂肪肝は非アルコール性脂肪肝

炎（NASH）と呼ばれています。

血液検査で発見できる肝臓の病気
定期的に健康診断を受けましょう
　肝がんの治療にはいくつかの方法があります。最も

確実な方法は手術ですが、体には一番負担が大きい

治療です。少ない負担で済むカテーテル治療やラジオ

波焼灼療法などの内科的な方法もあります。いろいろ

な方法の中から個人に適した治療方法を選ぶことが

できます。

　肝臓の病気は血液検査で偶然見つかる場合がほと

んどです。症状がないからといって安心は禁物です。き

ちんと健康診断を受けて、肝臓に異常が見つかれば早

めに受診してください。

町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。ご理解とご協力をお願いします。

光吉先生は毎週火曜日の午前の内科外来担当です。
京丹波町病院（電話）0771-86-0220

光吉　博則 医師
京丹波町病院内科
（南丹病院　肝臓内科部長）

みつよし　　 ひろのり

木
材
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に
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さ
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ま
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森
林
資
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シ
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テ
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の
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ザ
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シ
ス
テ
ム
は
町
と
京
丹
波
森
林
組
合

が
共
同
運
営
し
、運
用
開
始
か
ら
半
年
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経
過
。森
林
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合
で
は
、森
林
の
生
育
状

況
や
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利
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机
上
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認
で
き
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性
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高
い
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林
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な
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た
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研
究
成
果
を
森
林
資
源
の
産
業
化
、

山
地
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な
ど
に
生
か
す

　

共
同
研
究
の
期
間
は
二
年
間
。各
関
係

機
関
は
、Ｉ
Ｔ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
次
の

こ
と
を
実
施
・
検
討
し
ま
す
。

▼
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
と
現
地
調
査
結

果
と
の
比
較
。

▼
町
有
林
皆
伐
場
所
で
の
作
業
能
率
の

解
析
。

▼
道
端
林
業
エ
リ
ア
の
抽
出
。

▼
山
地
災
害
危
険
予
測
や
次
世
代
森
林

簿
の
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築
。

▼
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。

▼
林
業
の
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長
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る
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ど
の
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組
み
づ
く
り
。

　

京
都
府
立
大
学
大
学
院
生
命
環
境
科
学

研
究
科
の
美
濃
輪
靖
講
師
は
キ
ッ
ク
オ
フ

セ
ミ
ナ
ー
で
、「
研
究
成
果
を
全
国
の
森
林

資
源
の
産
業
化
や
土
砂
災
害
対
応
な
ど
に

役
立
つ
、実
り
あ
る
も
の
に
し
た
い
」と
方

向
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

　共同研究の関係者が9月5日、道の
駅「和」道路情報センターでキックオ
フセミナーを開催。森林資源の新産業
化などに向け同志の握手。
　左から、京都銀行 尾池広文公務・
地域連携部長、京都府立大学 田中和
博副学長、京丹波町 寺尾豊爾町長、
京都府林業大学校 只木良也学長、京
丹波森林組合 梅原久弘代表理事組
合長。

Ｉ
Ｔ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
森
林
管
理

産
官
学
公
金
連
携
の
研
究
ス
タ
ー
ト

　

本
町
が
昨
年
度
末
に
導
入
し
た
森
林
資
源
量
解
析
シ
ス
テ
ム
と
町
内
全
域
の
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
デ
ー
タ
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、町
と
京
都
府
立
大
学
、京
丹
波
森
林
組
合
、住
友
林
業
、京
都
府
立
林
業
大
学
校
、京
都
銀
行
に

よ
る
産
官
学
公
金
連
携
の
共
同
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　システム導入の経過
　町の森林面積2万5,042㌶の4割が

スギ、ヒノキ、アカマツを中心に植栽し

た人工林です。木材利用を目的に植林

しましたが、生活様式の変化などから

需要が減少し、伐採期（40年～60年

生）を迎えた木が、全体の57㌫を占め

ています。

　町は、木材利用を推進し、将来の森

林利用や林業の方向性を示すため「京

丹波町森づくり計画」を平成25年に策

定しました。

　しかし、森林簿や施業履歴台帳と実

際の森林資源蓄積量に誤差があり、正

確な把握は困難でした。

　そこで、計画を着実に実行するた

め、北海道下川町の事例を参考に、森

林資源量解析システム（契約額4,860

万円）を導入しました。

連載　  「森の京都」京丹波スタイル

おう  だん

はしょうしゃくりょうほう

み    

の    

わ 

や
す
し

森林資源量解析システムによる林道設計シミュレーション。



　

福
林
ユ
キ
さ
ん（
曽
根
）は
、祝
品
な

ど
を
受
け
、「
今
日
ま
で
生
か
し
て
も
ら

え
た
こ
と
は
、も
っ
た
い
な
い
こ
と
。皆
に

感
謝
し
て
い
る
」と
喜
び
、家
族
か
ら

「
戦
中
は
夫
が
出
征
し
た
約
７
年
間
、３

人
の
子
育
て
な
ど
本
当
に
苦
労
し
た
と

思
う
」と
改
め
て
労
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
年
は
、米
寿
１
５
８
人
、１
０
１
歳

以
上
は
20
人
、最
高
齢
は
１
０
５
歳
の

土
保
は
る　

さ
ん（
水
原
）で
し
た
。



京都府南丹警察署長賞
「ながらスマホ ながら運転 事故のもと」

里内　歩奈さん（瑞穂中3年）
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防災特集  まず、助かることを考える  なるべく無事で、生きること
特集  平成27年度決算報告  まちの台所事情

いきいき健康術
連載「森の京都」京丹波スタイル

FLASH まちの話題

交通安全ポスターコンクール入賞作品

02

06

12

13

14

16

c o n t e n t s

10

いし  だ　　　    さ    な

交通安全
啓発ポスター
コンクール作品展 
交通安全の意識を高め、交通事故を防ぎましょう

　南丹船井交通安全協会京丹波支部が毎年、町
内の小中学生を対象に行う「交通安全啓発ポス
ターコンクール」で、小学生の部に127点、中学
生の部に189点が集まりました。審査会は特選
3点、優秀賞7点、佳作19点を決定。表彰式を9月
25日、京丹波町中央公民館で行いました。

ー作品展日程ー
京丹波町病院　10/20 ～ 31
道の駅「和」道路情報センター　11/8 ～ 17
道の駅「丹波マーケス」　11/25 ～ 12/4

優秀賞「ルールを守って安心を」

石田　沙奈さん（和知中2年）

う
え    

だ               

み      

く

優
秀
賞
「
前
を
向
い
て
!!
」

上
田　

美
空
さ
ん
（
蒲
生
中
1
年
）

こ   

は
ら            

あ
や   

め

優
秀
賞
「
危
険
と
感
じ
た
と
き
は
も
う
遅
い
」

小
原　

彩
芽
さ
ん
（
瑞
穂
中
1
年
）

は
ら 

さ
わ               

ゆ     

い

優
秀
賞
「
て
を
あ
げ
て　

わ
た
ろ
う
」

原
澤　

佑
衣
さ
ん
（
竹
野
小
1
年
）

さい    お　　      の       の     か
京丹波町長賞「シートベルトは命綱」

齊尾　野々花さん（蒲生中1年）

さと うち　　   あゆ   な

南丹船井交通安全協会長賞
「てをあげて　わたろう」

山鳥　弘翔さん（竹野小1年）
やま どり　　   ひろ   と

やま もと　　     の      あ
優秀賞「前、見てますか」

山本　乃愛さん（瑞穂中3年）

た  なか
優秀賞「しっかり止まろう」

田中　なつみさん（蒲生中2年）
ふじ わら　　     は   づき
優秀賞「あなたにとってスマホは凶器になっていませんか」

藤原　葉月さん（蒲生中2年）

京都丹波くりまつり  いが投げコーナー（道の駅「丹波マーケス」）


	132-1.pdf.pdfから挿入したしおり
	132.pdfから挿入したしおり
	C1-C4-132.ai 17-41-21
	02-03-132.ai
	04-05-132.ai 17-41-21
	06-07-132.ai
	08-09-132.ai 17-41-21
	10-11-132.ai
	12-13-132.ai
	14-15-132.ai


	132 .pdfから挿入したしおり
	C1-C4-132.ai 17-41-21
	02-03-132.ai
	04-05-132.ai 17-41-21
	06-07-132.ai
	08-09-132.ai 17-41-21
	10-11-132.ai
	12-13-132.ai
	14-15-132.ai

	132-16.pdf.pdfから挿入したしおり
	132.pdfから挿入したしおり
	C1-C4-132.ai 17-41-21
	02-03-132.ai
	04-05-132.ai 17-41-21
	06-07-132.ai
	08-09-132.ai 17-41-21
	10-11-132.ai
	12-13-132.ai
	14-15-132.ai



